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第130号平成29年6月15日 県民児協だより

　地域のみんなが気軽に参加で
きる福祉の輪づくりの場として、
松田町社協主催「ふくしあった
かフェスタ」が今年も去る3月5
日に開催されました。私たち民
児協は毎年催事をお手伝いして
います。
　様々な関係団体の催し物が
ひしめく中、私たちは焼き鳥の
模擬店とふわふわバルーンを担
当。焼き鳥の模擬店は今回初。
煙と油とタレにまみれながら、
行列してくれるお客さんを威勢
よくさばき?なんとか完売でき
ました。
　お客さんも、登校の見守りで
毎日のように顔を合わせる小学
生、作業所に通う障がいを持っ
た方、担当地域のお年寄りと、
毎年このフェスタを楽しみに来
場してくれる方ばかり。会場全体
に笑顔の花が咲いていました。

　小さな町の民児協という事
もあり、広報活動の機会も少な
かったのですが、今回パネルを
設置したところ、一般の方や民
生ＯＢにも好評で、今後も続け
たいと思います。
　お天気にも恵まれ、充実した
春の一日になりました。

　保健師、市子ども課と連携の
下、主任児童委員が当該地区担
当民児委員と組み「赤ちゃん訪
問」を行っています。
　この活動は、若いお母さんが
安心して子育てができる事、地
域で子育ての応援をする事を目
的に2009年9月から始まり、こ
れまでに1,433人の赤ちゃんを訪
問しました。仕組みとして保健師
が新生児訪問の際に後日主任児
童委員が「赤ちゃん訪問」をする
事を伝えます。了承を頂いたお宅
には市民児協からの出産祝いと
「子育てサロン」へのお誘いのパ
ンフレットを持ち、訪問日時を確
認し、改めて主任児童委員と担
当地区民
児委員が
一緒に訪
問してい
ます。
　訪問後
は、毎月
第二金曜
日に開催
している子育てサロン「ほっと
ハート」へご案内し、子育ての受
け皿として利用して頂いていま
す。訪問することにより、子育て
家庭とのパイプができ、地域で自
然な形での声かけや見守りがで
きていると思います。
　人口減少、高齢化が顕著な三
浦市ですが、このような子育て
支援の活動をさらに充実させて
いくように考えています。

　人口約22.5万人の厚木市では、
民生委員300人が15地区に分か
れて活動しています。

　各民生委員は、一斉改選の翌
年度に災害時要援護者マップを
作成することになっており、平成
29年度がそれにあたります。
　このマップは、市独自の災害
時要援護者支援制度の登録者、
一人暮らし高齢者、寝たきり高
齢者、担当民生委員が支援必要
と判断した者等の居住地を地
図上に色分けして示し、対象者
名簿を添付する形になっていま
す。災害時の被災者の安否確認
を容易にするのが目的で、2部作
成し、1部は担当民生委員、1部
は地区会長が保管しています。
　ただ、今回は従来とは状況が
変わりました。平成25年に災害
対策基本法が改正され、避難行
動要支援者名簿の作成が市町村
に義務付けられたためです。
　市が名簿記載者に避難支援者
への個人情報の提供の可否を確
認した後、民生委員にも情報が
提供される予定です。重度の要
介護者や障がい者の不十分だっ
た情報が増加することで、より
充実したマップが作成できるの
ではと期待しています。

通 信 員 だ よ り

子育て応援
「赤ちゃん訪問」

災害時要援護者マップ
の作成

福祉の輪づくりを
お手伝い！

通信員　大森　美城雄 通信員　小澤　彰 通信員　吉崎　なつき

訪問先のご家族と

民児協の活動を紹介するパネルを作成し、
設置しました。

厚木市
マスコットキャラクター

三　 浦　 市 松 田 町

　平成28年12月の一斉改選から約半年、まだまだス
タートしたばかりです。
　二宮町民生委員児童委員（主任児童委員を含む）
47名中24名の新任委員を迎えた新体制のなか、2月
に新任委員と再任委員で相談・支援活動のビデオを
視聴し、基礎を学びました。
　毎月全員で実施している定例会においては、始めに
「信条」を朗読し、最後に「花咲く郷土」を合唱する

●特集① ◆災害への備えを考える
　　　  　　　～私たちが普段の活動からできること～
●特集② 神奈川県の平成29年度重点的な取り組み
●特集③ 平成29年度県民児協の事業計画・予算　●通信員だより

など、民生委員・児童委員としての心得を再確認して
います。また、毎月の「事例検討会」は、地区を5つの
グループに分け、担当地域での活動内容を共有し、
12月には事例発表会も実施するなど、誰もが発言でき
る時間と場所作りを心がけるとともに、一人で抱え込
まないでみんなで支え合い、笑顔で話せる関係作りを
しながら活動を続けています。

（二宮町民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成29年6月15日　●発行人／会長　飯田 弘　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/

No.130

－広げよう  地域に根ざした  思いやり－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし
事例検討会の様子

厚 木 市
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収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費
    72.02％

1. 運営費
　 35.81％

2. 補助金
    25.36％

2. 育成事業費
    55.05％

3. 互助事業費
    8.67％

4. 積立金
    0.44％

5. 予備費
0.02％

3. 諸収入
    0.10％

4. 積立金取崩収入
    0.00％

5. 繰入金 0.02％

40,061 千円
（前年予算との比較：9,877 千円減）

40,061 千円

6. 繰越金
    2.50％

補　助　金
　神奈川県補助金
　横 須 賀 市
　全 国 互 助
　県　社　協

会　費

             運　営　費
　役員会費（理事会、総会等）
　負担金（互助、全民児連会費等）
　需要費（消耗品、印刷費等）

         育　成　事　業　費
　研修会費（研修経費）
　調査広報費（委員会、広報紙）
　地域福祉活動費（助成）

    互 助 事 業 費
　県単互助事業費
　全国互助事業費

　　  積　立　金
　退任記念品積立金
　一斉改選積立金
　運用準備積立金

注）構成比は少数点第 3位を
      四捨五入しているため、必ず
      しも100％にはなりません。

第130号 平成29年6月15日県民児協だより

１ 運 営 費  14,347,000円 （対前年度比47,000円減）

２ 育成事業費  22,055,000円 （対前年度比3,446,000円減）

３ 互助事業費  3,474,000円 （対前年度比6,394,000円減）

４ 積 立 金  175,000円 （対前年比10,000円増）

５ 予 備 費  10,000円 （増減なし）
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考
え
、
児
童
部
会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

  

子
育
て
サ
ロ
ン
で
の

  

災
害
を
ど
う
防
ぐ
か

  

同
じ
想
い
を
抱
き
検
討
す
る

　

初
め
に
地
震
発
生
時
の
子
育
て
サ
ロ

ン
に
お
け
る
「
対
応
ポ
イ
ン
ト
」
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

市
内
15
地
区
民
児
協
が
実
施
す
る
19

カ
所
の
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
ス
タ
ッ

フ
や
参
加
す
る
親
子
の
人
数
も
違
え
ば
、

会
場
や
規
模
も
異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
体
で
共
通
す
る
考
え

方
を
整
理
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
児
童
部
会
で
納
得
す
る
ま

で
何
度
も
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
「
地

震
発
生
時
の
子
育
て
サ
ロ
ン
に
お
け
る

対
応
ポ
イ
ン
ト
」
を
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
上
図

参
照
）
。
ま
た
、
避
難

行
動
の
確
認
や
研
修

会
の
実
施
等
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
方
々

と
話
し
合
う
こ
と
は
、

時
に
は
、
難
し
く
あ

き
ら
め
そ
う
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
を

 
自
分
た
ち
の
活
動
に
置
き
か
え
て

　

厚
木
市
民
児
協
で
は
、
主
任
児
童
委

員
が
中
心
と
な
り
15
地
区
で
子
育
て
サ

ロ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
目
標
と
し
て

年
１
回
以
上
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
消
防
署
員
や
防
災
指
導
員
に

よ
る
研
修
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
使
い
方
の

学
習
、
起
震
車
体
験
、
災
害
備
蓄
品
の

配
布
等
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
東
日
本
大
震

災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
災
当
時
、
民
児
協
の
研
修
会
場
と

同
じ
建
物
内
で
、
厚
木
市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
子
育
て
サ
ロ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
。
余
震
も
あ
り
、
安
全
を

　
普
段
の
活
動
か
ら

　
災
害
に
備
え
る
た
め
に

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
「
要
援
護

者
（
高
齢
者
、
障
害
が
あ
る
方
、
外
国

人
、
乳
幼
児
、
妊
婦
等
災
害
か
ら
自
ら

を
守
る
た
め
に
支
援
が
必
要
な
方
）
」

の
支
援
を
適
切
に
進
め
る
た
め
に
は
、

「
普
段
の
活
動
で
の
取
り
組
み
」
が
力

を
発
揮
す
る
こ
と
は
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
災
害
に
お
い
て

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
「
普
段
の
活
動

で
の
取
り
組
み
」
の
一
つ
と
し
て
子
育

て
サ
ロ
ン
内
で
定
期
的
に
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
睦
合
南
地
区
民
児
協
に

取
材
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

確
保
す
る
た
め
親
子
は
階
段
で
避
難
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
を
間
近
で
見
た
民
生
委

員
児
童
委
員
（
以
下
「
委
員
」
）
が
、

「
も
し
、
自
分
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
る

子
育
て
サ
ロ
ン
で
災
害
が
起
こ
っ
た
場

合
に
、
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
「
災
害

に
備
え
て
何
か
取
り
組
め
な
い
か
」
と

県民児協で実施している事業の
一部を写真で紹介します

写真でみる県民児協事業
（平成28年度）

１ 会　費  28,853,000円 （対前年度比273,000円の減）

２ 補助金  10,158,000円 （対前年度比5,444,000円の減）

３ 諸収入  40,000円 （対前年度比60,000円減）

4 積立金
取崩収入  0円 （対前年度費5,000,000円の減）

5 繰入金  10,000円 （増減なし）

6 繰越金  1,000,000円 （前年度繰越金）

特集1

 

 
 

 地震発生を知らせる     トイレの確認 

 

 親子一緒になる     避難用具・名簿の 

 防災頭巾の着用      持ち出し 

 

 

 靴を履く 

 室内の安全な場所に集まる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震発生 

（注）利用者に伝達するときは、大きな声ではっきりと！ 

厚木市民生委員児童委員協議会 児童部会  2013年 4月作成          

「地震発生時の子育てサロンにおける対応ポイント」は、
子育てサロンの会場で目の留まるところに掲示しています。▲県民児協だより取材（通年）

▲役員会（通年）

◀広報紙、印刷物（通年）▲

◀「民生委員児童委員活動事例Ｑ&Ａ集」
  「神奈川県民生委員児童委員協議会が
　  めざす活動方針」

▲児童委員・主任児童委員連絡会議（11月）

▲協力研修事業（9月～3月）▲課題別集中講座（8月～11月）

　

日
本
は
、「
自
然
災
害
大
国
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
地
震
、
津
波
、
台
風
、
豪
雨
、
火
山
噴
火
等
に
よ
る
災
害
被
害
が
多
い
地

域
で
す
。
そ
の
た
め
、
各
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
以
下
「
民
児
協
」）
に
お
い
て
も
、
防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の
中
で
、
避
難
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
厚
木
市
睦
合
南
地
区
民
児
協
（
以
下
「
睦
合
南

地
区
民
児
協
」）
の
取
材
を
と
お
し
、
私
た
ち
が
「
普
段
の
活
動
」
で
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
災
害

時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
確
認
し
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え
を
考
え
る

　
　
〜
私
た
ち
が
普
段
の
活
動
か
ら
で
き
る
こ
と
〜

地震発生を知らせる

親子一緒になる
防災頭巾の着用

靴を履く
室内の安全な場所に集まる

トイレの確認

避難用具・名簿の
持ち出し
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し
か
し
、
「
子
育
て
サ
ロ
ン
で
の
災
害

を
ど
う
防
ぐ
か
！
」
と
い
う
同
じ
想
い

を
抱
き
、
共
通
整
理
に
至
り
ま
し
た
。

  

発
災
時
円
滑
に
親
子
を

  

避
難
さ
せ
る
た
め
に

　

今
ま
で
の
児
童
部
会
で
の
話
し
合
い

を
経
て
、
睦
合
南
地
区
民
児
協
で
は
、

年
１
回
避
難
訓
練
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
児
童
館
と
公
民
館
の
２
カ
所
で

そ
れ
ぞ
れ
月
１
回
実
施
し
て
い
る
「
子

育
て
サ
ロ
ン
す
く
す
く
」
は
、
会
場
が

２
カ
所
な
の
で
防
災
頭
巾
を
常
備
は
し

た
く
て
も
保
管
場
所
の
確
保
が
難
し
く

断
念
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
円
滑
に

親
子
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
」
を
重
視
し
、

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
か
考
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ポ
イ

ン
ト
を
大
き
く
３
点
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
参
加
し
て
い
る
親
子
の
出
席
把
握
の
た
め
に

 

「
好
き
な
と
き
に
来
て
、
好
き
な
と

◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営
（
正
副
会

長
会
議
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
監

事
会
）
。

　

事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・
決

算
な
ど
の
審
議
・
議
決
（
総
会
）
。

◎
100
周
年
記
念
事
業
の
実
施

　

100
周
年
記
念
式
典
の
開
催
、
「
民
生

委
員
活
動
100
周
年
記
念
誌
」
の
発
行
。

◎
専
門
委
員
会
の
開
催

　

広
報
委
員
会
は
機
関
紙
の
企
画
・
編

集
、
通
信
員
連
絡
会
を
行
う
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

　

児
童
相
談
所
所
長
と
の
連
絡
調
整
会
議
、

県
担
当
課
と
の
懇
談
会
の
開
催
。
市
町
村

民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調
整
・
情
報
配

信
等
に
よ
り
連
携
を
深
め
る
。

◎
互
助
共
励
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、

退
任
記
念
品
の
贈
呈
。

◎
補
助
・
助
成
事
業
の
実
施

「
地
域
福
祉
活
動
促
進
費
」
を
全
市
町

村
に
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
事
業
を
行

な
う
市
町
村
・
地
区
民
児
協
に
「
活
動

推
進
事
業
」
助
成
金
を
交
付
。
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
活
動
助
成
、
指
定
地
区
民

児
協
へ
の
事
業
費
助
成
、
活
動
保
険
掛

金
助
成
。

◎
児
童
委
員
活
動
の
強
化
（
基
盤
づ
く
り
）

　

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
を
対
象

に
活
動
推
進
会
議
を
開
催
。
ま
た
、
児

童
委
員
活
動
基
盤
づ
く
り
委
員
会
（
仮

称
）
を
設
置
、
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
連
絡
会
議
を
開
催
。

◎
情
報
提
供
の
強
化

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行
。
広
報

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
利
用
し
た
委
員
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の

実
施
。

◎
研
修
会
の
開
催

本
会
主
催
研
修
事
業

①
市
町
村
会
長
研
修
会
②
地
区
会
長
研

修
会
③
新
任
地
区
会
長
研
修
④
課
題
別

集
中
講
座
⑤
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委

員
活
動
推
進
会
議
（
再
掲
）
を
開
催
。

県
・
横
須
賀
市
委
託
事
業
へ
の
協
力

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
②

民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
③
民
生
委
員

テ
ー
マ
別
研
修
に
協
力
。

◎
全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会
③
全
国
主
任
児
童
委
員
研

修
会
④
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
⑤
民
生
委
員
・
児
童

委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
⑥
全
国
児
童
委

員
研
究
協
議
会
⑦
全
国
民
生
委
員
指
導

者
研
修
会
へ
の
参
加
。

き
に
帰
れ
る
」
親
子
が
集
う
場
と
し
て

の
ゆ
る
や
か
な
子
育
て
サ
ロ
ン
。
そ
の

た
め
に
、
発
災
時
、
誰
が
そ
の
場
に
い

る
の
か
す
ぐ
に
把
握
し
に
く
い
こ
と
が

課
題
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
参
加
す
る
親
子
が
受
付
時

に
名
前
等
を
記
入
す
る
参
加
証
を
地
区

別
に
振
り
分
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

帰
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
「
帰
宅
」

の
封
筒
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
参
加
し
て
い
る
親
子
の
把

握
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

②
い
ざ
、
避
難
で
き
る
よ
う
に

　

参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
靴
を
袋
に

入
れ
て
、
自
分
の
荷
物
と
一
緒
に
近
く

に
置
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
下
駄

箱
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
、
火

災
や
地
震
が
起
き
た
時
に
、
下
駄
箱
が

混
雑
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

こ
の
方
法
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

③
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
分
担
を
分
か
り
や
す
く

　

男
性
は
「
避
難
通
路
確
保
役
」
と
し

て
、
女
性
は
「
親
子
の
避
難
サ
ポ
ー
ト

役
」
と
し
て
、
大
き
く
二
つ
に
役
割
を

分
け
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
は
毎
回

固
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
回
に
よ

っ
て
、
協
力
い
た
だ
く
方
は
異
な
り
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
分

け
る
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
く
、
試
行

錯
誤
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担

に
至
り
ま
し
た
。 

 

何
度
も
避
難
訓
練
を
重
ね
る

 

こ
と
で
出
て
く
る
ア
イ
デ
ィ
ア

　

こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る

こ
と
は
、
一
日
で
で
き
あ
が
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
付
時
に
参
加
者
に

記
入
い
た
だ
く
参
加
証
を
地
区
別
に
分

け
る
方
法
も
、
初
め
は
参
加
す
る
子
ど

も
の
「
月
齢
別
」
に
し
て
い
ま
し
た
。

４つの重点目標

事
　
業
　
内
　
容
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平成29年度 県民児協の事業計画・予算
去る、3月31日（金）開催の平成28年度第3回総会において、平成29年度事業計画及び予算が

承認されました。紙面の関係から重点事業および主な事業についてご報告します。

　すぐに当日のその時間の参加者
を把握するために地区別で色分け
して、参加証を保管します。

　避難行動するときは、地区別の
旗をスタッフが持ち、参加者と一緒
に避難します。この旗は、主任児童
委員の手作りです。
　色別にしたことで、漢字が読めな
い子どもでも、判断ができます。

　旗の他に、「隊長」「副隊長」の
ゼッケンをスタッフが着用し、指揮
系統をはっきりさせます。

　

し
か
し
、
避
難
訓
練
の
と
き
に
参
加

者
が
流
動
的
な
の
で
、
点
呼
を
と
る
の

に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
検

討
を
重
ね
、
今
の
方
法
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
話
し
合
う
だ
け
で
も
、

１
回
の
避
難
訓
練
で
は
分
か
ら
な
い
こ

と
で
す
。
実
際
に
継
続
的
に
訓
練
を
し
て

い
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ

ィ
ア
も
た
く
さ
ん
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆　

　

こ
の
よ
う
に
、
定
期
的
に
避
難
訓
練

を
し
、
災
害
時
に
機
能
す
る
仕
組
み
を

作
り
上
げ
る
こ
と
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン

に
限
ら
ず
、
他
の
場
面
に
も
通
じ
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん

の
活
動
で
は
ど
の
よ
う
な
場
面
に
通
じ

そ
う
か
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

  

災
害
時
に
一
人
も
見
逃
さ

  

な
い
た
め
の
平
常
時
の
運
動

　

私
た
ち
が
「
災
害
」
に
対
し
思
い
出

す
運
動
と
し
て
「
災
害
時
一
人
も
見
逃

さ
な
い
運
動
」
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
運
動
は
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
（
以
下
「
全
民
児
連
」
）
が
平

成
18
年
に
民
生
委
員
制
度
創
設
90
周
年

に
際
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
を

委
員
の
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
た
も
の

睦合南地区民児恊の
取り組み

１．個別支援活動の基本となる幅広い知識の習得
　  　地域での生活上の課題を抱える世帯に対し、日頃の活動を通じて、必要に応じて支援機関につなげていく等の取り組
みは今後も継続していくことと考えます。
　  　支援が必要な世帯の発見、支援機関等へのつなぎ、あせらず見守る等の工夫も求められ、地域住民との様々な暮らし
ぶりに対する対応力を備えるべく、委員一人ひとりが幅広い知識を習得できるための活動を支援します。

２．子どもや子育て世帯を地域で支えるための活動の推進
　  　わたしたち全員が児童委員であるという自覚をもち、これまでの子どもや親子への声掛けや見守り、赤ちゃん訪問
への協力、子育てサロン等の活動に加え、子育て関係機関や学校等と連携し、問題を抱える親子の発見、支援につな
げられる活動をすすめていきます。

３．民生委員児童委員活動を支える基盤づくりの強化
　  　民生委員児童委員活動を進める上で、地域や関係機関との連携が不可欠です。活動の一助となる様々な法律、制度
の整備や支援機関の設置により、個別支援活動を通じて「つなぐ」ことが一層強化されることが期待されます。委員活
動への理解を得られるよう関係機関との連携も注力していきます。
　  　また、委員の委嘱や欠員等の課題が残る中、やりがいをもって委員を継続していけるような取り組みが求められてい
ます。円滑な民児協活動や民児協運営の支援のために、関係機関のみならず、私たちの活動を支える市町村民児協事務
局との連携強化にも取り組んでいきます。

４．民生委員制度創設100周年記念事業への取り組みを通じた委員活動のＰＲ強化
　  　制度創設100周年を迎え、全民児連の動向も踏まえながら、記念事業や横断的な取り組みを行うとともに、地域住
民や関係者へのＰＲなどについて県民児協としてだけでなく、各市町村民児協の活動を支援します。
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　平成28年6月3日に、児童福祉法等の一部を改正
する法律が公布されました。今回の改正の大きな柱
の一つとして、児童福祉法の理念規定が昭和22年
の制定以降初めて見直され「児童は適切な養育を
受け、健やかな成長・発達や自立等を保障される権
利を有すること」が明文化されました。併せて、子ど
もが家庭において健やかに養育されるよう、市町村
が身近な場所で子どもの福祉に関する支援業務を
適切に行うこと、県（児童相談所）が市町村に対す
る助言・援助を行うとともに専門的知識や技術を要
する広域的な支援を行うことも明文化されました。

　子ども家庭課と
しても、児童相談
所の機能強化や
市町村の体制強
化、要保護児童対

策地域協議会への支援、児童虐待の未然防止から
子どもの自立支援までの取組みの一層の促進を目
指していきたいと考えています。
　特に、年々増加する児童虐待の未然防止において
は、生活が営まれている身近な場所で支援を行って
いくことが重要です。
　民生委員児童委員のみなさまには、日頃の活動の
中で、地域の子ども・子育て家庭の実情把握や身近
な相談相手としての役割を担っていただいており、
改めて、地域の中の顔の見える関係や日頃の地道な
活動が大変有効であると認識しています。今後も、子
どもたちが健やかに成長できるよう、地域の身近な
存在として子どもや家族に寄り添った支援をお願い
いたします。

文責：神奈川県県民局
次世代育成部子ども家庭課

取材をとおして

神奈川県保健福祉局福祉部　地域福祉課

神奈川県県民局次世代育成部　子ども家庭課

特集2

民生委員児童委員、主任児童委員に関わる主な行政施策について紹介いただきます。

民生委員の制度の周知及び
活動しやすい環境づくり

　平成29年度は、民生委員制度創設100周年、児童
委員制度創設70周年の節目の年を迎え、県において
も、ゴールデンウィークの庁舎公開を利用した広報
活動や県のたよりでの特集記事の掲載などの広報
を行いました。
　また、昨年度からは、県・市町村間の交流の場を
設け、欠員や辞職を防ぐための工夫について情報交
換するなど、民生委員・児童委員の皆様が活動しや
すい環境づくりにも取り組んでいます。

手話言語の普及推進をはじめとした「ともに
生き支えあう地域社会づくり」への取組み
　神奈川県手話推進計画に基づき、手話を使用し
やすい環境を整備するため、今年度は新たにタブ
レット型端末によるテレビ電話機能を活用した遠隔

手話通訳サービスを導入し、県の合同庁舎等に来庁
された聴覚障がい者の方へのコミュニケーション支
援を行います。このほか、手話講習会の実施や手話
普及イベントなどに引続き取り組みます。
　また、福祉サービスを必要とする高齢者等が安心
して福祉サービスを選択できるようにする福祉サー
ビス第三者評価の推進や、判断能力が十分でない
高齢者や障がい者の権利擁護推進などに取り組み
ます。
　これらの施策を通して、ともに生きる社会かなが
わの実現に向けて取り組んでまいりますので、民生
委員・児童委員の皆様におかれましても、地域福祉
の担い手として、より一層のお力添えを賜りますよう
お願いいたします。

文責：神奈川県保健福祉局
福祉部地域福祉課

で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
各
民
児
協
で
は
、

災
害
マ
ッ
プ
の
作
成
や
見
直
し
を
し
た

り
、
自
治
会
と
の
日
頃
か
ら
の
情
報
交

換
を
密
に
し
た
り
、
委
員
間
の
連
絡
網

を
つ
く
っ
た
り
と
「
災
害
時
に
一
人
も

見
逃
さ
な
い
た
め
の
平
常
時
か
ら
の
体

制
整
備
の
運
動
」
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
運
動
名
称
の
イ
ン
パ
ク
ト

か
ら
多
く
の
委
員
が
「
災
害
発
生
時
に

一
人
も
見
逃
さ
な
い
」
こ
と
だ
と
受
け

止
め
、
委
員
自
身
や
家
族
を
二
の
次
と

し
て
し
ま
っ
た
と
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
地
区
民
児
協
で
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。

　

委
員
に
よ
る
要
援
護
者
へ
の
支
援
活

動
は
、
な
に
よ
り
委
員
自
身
の
安
全
が

確
保
さ
れ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
の

運
動
の
趣
旨
が
「
災
害
時
に
一
人
も
見

逃
さ
な
い
た
め
の
平
常
時
か
ら
の
体
制

整
備
の
運
動
」
で
あ
る
こ
と
を
何
度
も

仲
間
で
あ
る
委
員
、
他
関
係
機
関
・
団

体
に
伝
え
、
委
員
や
関
係
機
関
・
近
隣

住
民
が
相
互
に
協
力
し
合
う
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

全
民
児
連
で
は
、
委
員
ま
た
民
児
協

事
務
局
等
の
関
係
者
が
日
ご
ろ
か
ら
意

識
し
、
発
災
後
に
再
確
認
す
べ
き
こ
と

を
「
災
害
に
備
え
る
委
員
活
動
10
か

条
」
と
称
し
次
の
と
お
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。

１  

委
員
自
身
も
被
災
者
と
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
無
理
の
な
い
活
動
を
考

え
る
。

２  

自
ら
の
安
全
と
健
康
を
守
る
こ
と

が
な
に
よ
り
重
要

３  

民
児
協
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
ぐ

る
み
の
活
動
と
し
て
取
り
組
む

４  

委
員
が
担
う
役
割
に
つ
い
て
住
民

に
周
知
す
る

５  
日
々
の
活
動
の
延
長
に
災
害
時
要

援
護
者
支
援
活
動
が
あ
る
こ
と
を
意

識
す
る

６  

災
害
対
策
は
平
常
時
の
活
動
が
き
わ

め
て
大
切
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る

７  

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
作
成
、
保

管
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

８  

行
政
等
と
の
情
報
提
供
、
情
報
共

有
を
重
視
す
る

９  

発
災
時
の
委
員
間
の
連
絡
確
保
と
民

児
協
機
能
の
早
期
回
復
を
重
視
す
る

10  

委
員
同
士
の
支
え
合
い
、
民
児
協

に
よ
る
委
員
支
援
を
重
視
す
る

　

特
に
、
10
番
目
は
心
に
留
め
て
活
動

い
た
だ
き
た
い
項
目
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

大
規
模
災
害
に
際
し
て
は
、
住
民
か

ら
の
不
満
や
不
安
が
委
員
に
む
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
委
員
自
身
も
被

災
者
で
あ
る
な
か
、
一
人
ひ
と
り
の
委

員
に
か
か
る
精
神
的
負
担
を
大
き
く
し

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
委
員
同

士
の
支
え
合
い
や
民
児
協
組
織
に
よ
る

委
員
支
援
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
「
他
の
委
員
の
行
動
に
つ

い
て
批
判
を
し
な
い
」
ま
た
「
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
み
ん
な
で
相
談
す
る
」
と

い
っ
た
点
を
民
児
協
内
で
徹
底
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
災
害
時
に
限
ら
ず
、

日
頃
の
活
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
仲

間
で
あ
る
委
員
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、

普
段
の
活
動
か
ら
取
り
組
む
こ
と
も
大

切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

災
害
は
予
期
せ
ぬ
と
き
に
起
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
６
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
同
じ
悲
し
み
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
、
私
た
ち
が
普
段
か
ら
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

『災害に備える民生委員・児童委員ハンドブック』
（Ａ5判）発行日：2014年1月20日
編集：全国民生委員児童委員連合会

 

　  

 

神奈川県の平成29年度重点的な取り組み

● 今までは、助ける側の訓練を中心に行ってきたような気がします。今回の取材で、その場にいる人達に、発災時
どのような行動をとらなければいけないかを、知らせることは、災害時だけではなく、緊急時にも役立ちます。
大変参考になりました。

● 市町村、地区によって、防災に対する取り組みや仕組みに違いがあっても、支援が必要な方の力になる活動をす
ることに変わりはありません。それぞれの実状に合うマニュアルや仕組みを作ることは必要だと思いました。
● 厚木市は、「子育て環境日本一」を目指していると聞き、驚きました。子どもから高齢者、みんなが過ごしやす
い地域づくりを委員だけでなく、住民、関係機関・団体と取り組めればとあらためて感じました。

（広報委員）
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　平成28年6月3日に、児童福祉法等の一部を改正
する法律が公布されました。今回の改正の大きな柱
の一つとして、児童福祉法の理念規定が昭和22年
の制定以降初めて見直され「児童は適切な養育を
受け、健やかな成長・発達や自立等を保障される権
利を有すること」が明文化されました。併せて、子ど
もが家庭において健やかに養育されるよう、市町村
が身近な場所で子どもの福祉に関する支援業務を
適切に行うこと、県（児童相談所）が市町村に対す
る助言・援助を行うとともに専門的知識や技術を要
する広域的な支援を行うことも明文化されました。

　子ども家庭課と
しても、児童相談
所の機能強化や
市町村の体制強
化、要保護児童対

策地域協議会への支援、児童虐待の未然防止から
子どもの自立支援までの取組みの一層の促進を目
指していきたいと考えています。
　特に、年々増加する児童虐待の未然防止において
は、生活が営まれている身近な場所で支援を行って
いくことが重要です。
　民生委員児童委員のみなさまには、日頃の活動の
中で、地域の子ども・子育て家庭の実情把握や身近
な相談相手としての役割を担っていただいており、
改めて、地域の中の顔の見える関係や日頃の地道な
活動が大変有効であると認識しています。今後も、子
どもたちが健やかに成長できるよう、地域の身近な
存在として子どもや家族に寄り添った支援をお願い
いたします。

文責：神奈川県県民局
次世代育成部子ども家庭課

取材をとおして

神奈川県保健福祉局福祉部　地域福祉課

神奈川県県民局次世代育成部　子ども家庭課

特集2

民生委員児童委員、主任児童委員に関わる主な行政施策について紹介いただきます。

民生委員の制度の周知及び
活動しやすい環境づくり

　平成29年度は、民生委員制度創設100周年、児童
委員制度創設70周年の節目の年を迎え、県において
も、ゴールデンウィークの庁舎公開を利用した広報
活動や県のたよりでの特集記事の掲載などの広報
を行いました。
　また、昨年度からは、県・市町村間の交流の場を
設け、欠員や辞職を防ぐための工夫について情報交
換するなど、民生委員・児童委員の皆様が活動しや
すい環境づくりにも取り組んでいます。

手話言語の普及推進をはじめとした「ともに
生き支えあう地域社会づくり」への取組み
　神奈川県手話推進計画に基づき、手話を使用し
やすい環境を整備するため、今年度は新たにタブ
レット型端末によるテレビ電話機能を活用した遠隔

手話通訳サービスを導入し、県の合同庁舎等に来庁
された聴覚障がい者の方へのコミュニケーション支
援を行います。このほか、手話講習会の実施や手話
普及イベントなどに引続き取り組みます。
　また、福祉サービスを必要とする高齢者等が安心
して福祉サービスを選択できるようにする福祉サー
ビス第三者評価の推進や、判断能力が十分でない
高齢者や障がい者の権利擁護推進などに取り組み
ます。
　これらの施策を通して、ともに生きる社会かなが
わの実現に向けて取り組んでまいりますので、民生
委員・児童委員の皆様におかれましても、地域福祉
の担い手として、より一層のお力添えを賜りますよう
お願いいたします。

文責：神奈川県保健福祉局
福祉部地域福祉課

で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
各
民
児
協
で
は
、

災
害
マ
ッ
プ
の
作
成
や
見
直
し
を
し
た

り
、
自
治
会
と
の
日
頃
か
ら
の
情
報
交

換
を
密
に
し
た
り
、
委
員
間
の
連
絡
網

を
つ
く
っ
た
り
と
「
災
害
時
に
一
人
も

見
逃
さ
な
い
た
め
の
平
常
時
か
ら
の
体

制
整
備
の
運
動
」
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
運
動
名
称
の
イ
ン
パ
ク
ト

か
ら
多
く
の
委
員
が
「
災
害
発
生
時
に

一
人
も
見
逃
さ
な
い
」
こ
と
だ
と
受
け

止
め
、
委
員
自
身
や
家
族
を
二
の
次
と

し
て
し
ま
っ
た
と
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
地
区
民
児
協
で
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。

　

委
員
に
よ
る
要
援
護
者
へ
の
支
援
活

動
は
、
な
に
よ
り
委
員
自
身
の
安
全
が

確
保
さ
れ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
の

運
動
の
趣
旨
が
「
災
害
時
に
一
人
も
見

逃
さ
な
い
た
め
の
平
常
時
か
ら
の
体
制

整
備
の
運
動
」
で
あ
る
こ
と
を
何
度
も

仲
間
で
あ
る
委
員
、
他
関
係
機
関
・
団

体
に
伝
え
、
委
員
や
関
係
機
関
・
近
隣

住
民
が
相
互
に
協
力
し
合
う
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

全
民
児
連
で
は
、
委
員
ま
た
民
児
協

事
務
局
等
の
関
係
者
が
日
ご
ろ
か
ら
意

識
し
、
発
災
後
に
再
確
認
す
べ
き
こ
と

を
「
災
害
に
備
え
る
委
員
活
動
10
か

条
」
と
称
し
次
の
と
お
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。

１  

委
員
自
身
も
被
災
者
と
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
無
理
の
な
い
活
動
を
考

え
る
。

２  

自
ら
の
安
全
と
健
康
を
守
る
こ
と

が
な
に
よ
り
重
要

３  

民
児
協
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
ぐ

る
み
の
活
動
と
し
て
取
り
組
む

４  

委
員
が
担
う
役
割
に
つ
い
て
住
民

に
周
知
す
る

５  

日
々
の
活
動
の
延
長
に
災
害
時
要

援
護
者
支
援
活
動
が
あ
る
こ
と
を
意

識
す
る

６  

災
害
対
策
は
平
常
時
の
活
動
が
き
わ

め
て
大
切
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る

７  

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
作
成
、
保

管
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

８  

行
政
等
と
の
情
報
提
供
、
情
報
共

有
を
重
視
す
る

９  

発
災
時
の
委
員
間
の
連
絡
確
保
と
民

児
協
機
能
の
早
期
回
復
を
重
視
す
る

10  

委
員
同
士
の
支
え
合
い
、
民
児
協

に
よ
る
委
員
支
援
を
重
視
す
る

　

特
に
、
10
番
目
は
心
に
留
め
て
活
動

い
た
だ
き
た
い
項
目
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

大
規
模
災
害
に
際
し
て
は
、
住
民
か

ら
の
不
満
や
不
安
が
委
員
に
む
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
委
員
自
身
も
被

災
者
で
あ
る
な
か
、
一
人
ひ
と
り
の
委

員
に
か
か
る
精
神
的
負
担
を
大
き
く
し

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
委
員
同

士
の
支
え
合
い
や
民
児
協
組
織
に
よ
る

委
員
支
援
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
「
他
の
委
員
の
行
動
に
つ

い
て
批
判
を
し
な
い
」
ま
た
「
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
み
ん
な
で
相
談
す
る
」
と

い
っ
た
点
を
民
児
協
内
で
徹
底
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
災
害
時
に
限
ら
ず
、

日
頃
の
活
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
仲

間
で
あ
る
委
員
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、

普
段
の
活
動
か
ら
取
り
組
む
こ
と
も
大

切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

災
害
は
予
期
せ
ぬ
と
き
に
起
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
６
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
同
じ
悲
し
み
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
、
私
た
ち
が
普
段
か
ら
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

『災害に備える民生委員・児童委員ハンドブック』
（Ａ5判）発行日：2014年1月20日
編集：全国民生委員児童委員連合会

 

　  

 

神奈川県の平成29年度重点的な取り組み

● 今までは、助ける側の訓練を中心に行ってきたような気がします。今回の取材で、その場にいる人達に、発災時
どのような行動をとらなければいけないかを、知らせることは、災害時だけではなく、緊急時にも役立ちます。
大変参考になりました。

● 市町村、地区によって、防災に対する取り組みや仕組みに違いがあっても、支援が必要な方の力になる活動をす
ることに変わりはありません。それぞれの実状に合うマニュアルや仕組みを作ることは必要だと思いました。
● 厚木市は、「子育て環境日本一」を目指していると聞き、驚きました。子どもから高齢者、みんなが過ごしやす
い地域づくりを委員だけでなく、住民、関係機関・団体と取り組めればとあらためて感じました。

（広報委員）
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3

し
か
し
、
「
子
育
て
サ
ロ
ン
で
の
災
害

を
ど
う
防
ぐ
か
！
」
と
い
う
同
じ
想
い

を
抱
き
、
共
通
整
理
に
至
り
ま
し
た
。

  

発
災
時
円
滑
に
親
子
を

  

避
難
さ
せ
る
た
め
に

　

今
ま
で
の
児
童
部
会
で
の
話
し
合
い

を
経
て
、
睦
合
南
地
区
民
児
協
で
は
、

年
１
回
避
難
訓
練
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
児
童
館
と
公
民
館
の
２
カ
所
で

そ
れ
ぞ
れ
月
１
回
実
施
し
て
い
る
「
子

育
て
サ
ロ
ン
す
く
す
く
」
は
、
会
場
が

２
カ
所
な
の
で
防
災
頭
巾
を
常
備
は
し

た
く
て
も
保
管
場
所
の
確
保
が
難
し
く

断
念
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
円
滑
に

親
子
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
」
を
重
視
し
、

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
か
考
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ポ
イ

ン
ト
を
大
き
く
３
点
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
参
加
し
て
い
る
親
子
の
出
席
把
握
の
た
め
に

 

「
好
き
な
と
き
に
来
て
、
好
き
な
と

◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営
（
正
副
会

長
会
議
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
、
監

事
会
）
。

　

事
業
計
画
・
予
算
や
事
業
報
告
・
決

算
な
ど
の
審
議
・
議
決
（
総
会
）
。

◎
100
周
年
記
念
事
業
の
実
施

　

100
周
年
記
念
式
典
の
開
催
、
「
民
生

委
員
活
動
100
周
年
記
念
誌
」
の
発
行
。

◎
専
門
委
員
会
の
開
催

　

広
報
委
員
会
は
機
関
紙
の
企
画
・
編

集
、
通
信
員
連
絡
会
を
行
う
。

◎
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

　

児
童
相
談
所
所
長
と
の
連
絡
調
整
会
議
、

県
担
当
課
と
の
懇
談
会
の
開
催
。
市
町
村

民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調
整
・
情
報
配

信
等
に
よ
り
連
携
を
深
め
る
。

◎
互
助
共
励
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、

退
任
記
念
品
の
贈
呈
。

◎
補
助
・
助
成
事
業
の
実
施

「
地
域
福
祉
活
動
促
進
費
」
を
全
市
町

村
に
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
事
業
を
行

な
う
市
町
村
・
地
区
民
児
協
に
「
活
動

推
進
事
業
」
助
成
金
を
交
付
。
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
活
動
助
成
、
指
定
地
区
民

児
協
へ
の
事
業
費
助
成
、
活
動
保
険
掛

金
助
成
。

◎
児
童
委
員
活
動
の
強
化
（
基
盤
づ
く
り
）

　

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
を
対
象

に
活
動
推
進
会
議
を
開
催
。
ま
た
、
児

童
委
員
活
動
基
盤
づ
く
り
委
員
会
（
仮

称
）
を
設
置
、
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
連
絡
会
議
を
開
催
。

◎
情
報
提
供
の
強
化

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
の
発
行
。
広
報

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
利
用
し
た
委
員
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の

実
施
。

◎
研
修
会
の
開
催

本
会
主
催
研
修
事
業

①
市
町
村
会
長
研
修
会
②
地
区
会
長
研

修
会
③
新
任
地
区
会
長
研
修
④
課
題
別

集
中
講
座
⑤
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委

員
活
動
推
進
会
議
（
再
掲
）
を
開
催
。

県
・
横
須
賀
市
委
託
事
業
へ
の
協
力

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
②

民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
③
民
生
委
員

テ
ー
マ
別
研
修
に
協
力
。

◎
全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

研
究
協
議
会
③
全
国
主
任
児
童
委
員
研

修
会
④
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
⑤
民
生
委
員
・
児
童

委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
⑥
全
国
児
童
委

員
研
究
協
議
会
⑦
全
国
民
生
委
員
指
導

者
研
修
会
へ
の
参
加
。

き
に
帰
れ
る
」
親
子
が
集
う
場
と
し
て

の
ゆ
る
や
か
な
子
育
て
サ
ロ
ン
。
そ
の

た
め
に
、
発
災
時
、
誰
が
そ
の
場
に
い

る
の
か
す
ぐ
に
把
握
し
に
く
い
こ
と
が

課
題
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
参
加
す
る
親
子
が
受
付
時

に
名
前
等
を
記
入
す
る
参
加
証
を
地
区

別
に
振
り
分
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

帰
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
「
帰
宅
」

の
封
筒
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
参
加
し
て
い
る
親
子
の
把

握
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

②
い
ざ
、
避
難
で
き
る
よ
う
に

　

参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
靴
を
袋
に

入
れ
て
、
自
分
の
荷
物
と
一
緒
に
近
く

に
置
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
下
駄

箱
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
、
火

災
や
地
震
が
起
き
た
時
に
、
下
駄
箱
が

混
雑
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

こ
の
方
法
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

③
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
分
担
を
分
か
り
や
す
く

　

男
性
は
「
避
難
通
路
確
保
役
」
と
し

て
、
女
性
は
「
親
子
の
避
難
サ
ポ
ー
ト

役
」
と
し
て
、
大
き
く
二
つ
に
役
割
を

分
け
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
は
毎
回

固
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
回
に
よ

っ
て
、
協
力
い
た
だ
く
方
は
異
な
り
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
分

け
る
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
く
、
試
行

錯
誤
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担

に
至
り
ま
し
た
。 

 

何
度
も
避
難
訓
練
を
重
ね
る

 

こ
と
で
出
て
く
る
ア
イ
デ
ィ
ア

　

こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る

こ
と
は
、
一
日
で
で
き
あ
が
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
付
時
に
参
加
者
に

記
入
い
た
だ
く
参
加
証
を
地
区
別
に
分

け
る
方
法
も
、
初
め
は
参
加
す
る
子
ど

も
の
「
月
齢
別
」
に
し
て
い
ま
し
た
。

４つの重点目標

事
　
業
　
内
　
容

特集3

 

平成29年度 県民児協の事業計画・予算
去る、3月31日（金）開催の平成28年度第3回総会において、平成29年度事業計画及び予算が

承認されました。紙面の関係から重点事業および主な事業についてご報告します。

　すぐに当日のその時間の参加者
を把握するために地区別で色分け
して、参加証を保管します。

　避難行動するときは、地区別の
旗をスタッフが持ち、参加者と一緒
に避難します。この旗は、主任児童
委員の手作りです。
　色別にしたことで、漢字が読めな
い子どもでも、判断ができます。

　旗の他に、「隊長」「副隊長」の
ゼッケンをスタッフが着用し、指揮
系統をはっきりさせます。

　

し
か
し
、
避
難
訓
練
の
と
き
に
参
加

者
が
流
動
的
な
の
で
、
点
呼
を
と
る
の

に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
検

討
を
重
ね
、
今
の
方
法
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
話
し
合
う
だ
け
で
も
、

１
回
の
避
難
訓
練
で
は
分
か
ら
な
い
こ

と
で
す
。
実
際
に
継
続
的
に
訓
練
を
し
て

い
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ

ィ
ア
も
た
く
さ
ん
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆　

　

こ
の
よ
う
に
、
定
期
的
に
避
難
訓
練

を
し
、
災
害
時
に
機
能
す
る
仕
組
み
を

作
り
上
げ
る
こ
と
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン

に
限
ら
ず
、
他
の
場
面
に
も
通
じ
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん

の
活
動
で
は
ど
の
よ
う
な
場
面
に
通
じ

そ
う
か
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

  

災
害
時
に
一
人
も
見
逃
さ

  

な
い
た
め
の
平
常
時
の
運
動

　

私
た
ち
が
「
災
害
」
に
対
し
思
い
出

す
運
動
と
し
て
「
災
害
時
一
人
も
見
逃

さ
な
い
運
動
」
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
運
動
は
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
（
以
下
「
全
民
児
連
」
）
が
平

成
18
年
に
民
生
委
員
制
度
創
設
90
周
年

に
際
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
を

委
員
の
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
た
も
の

睦合南地区民児恊の
取り組み

１．個別支援活動の基本となる幅広い知識の習得
　  　地域での生活上の課題を抱える世帯に対し、日頃の活動を通じて、必要に応じて支援機関につなげていく等の取り組
みは今後も継続していくことと考えます。
　  　支援が必要な世帯の発見、支援機関等へのつなぎ、あせらず見守る等の工夫も求められ、地域住民との様々な暮らし
ぶりに対する対応力を備えるべく、委員一人ひとりが幅広い知識を習得できるための活動を支援します。

２．子どもや子育て世帯を地域で支えるための活動の推進
　  　わたしたち全員が児童委員であるという自覚をもち、これまでの子どもや親子への声掛けや見守り、赤ちゃん訪問
への協力、子育てサロン等の活動に加え、子育て関係機関や学校等と連携し、問題を抱える親子の発見、支援につな
げられる活動をすすめていきます。

３．民生委員児童委員活動を支える基盤づくりの強化
　  　民生委員児童委員活動を進める上で、地域や関係機関との連携が不可欠です。活動の一助となる様々な法律、制度
の整備や支援機関の設置により、個別支援活動を通じて「つなぐ」ことが一層強化されることが期待されます。委員活
動への理解を得られるよう関係機関との連携も注力していきます。
　  　また、委員の委嘱や欠員等の課題が残る中、やりがいをもって委員を継続していけるような取り組みが求められてい
ます。円滑な民児協活動や民児協運営の支援のために、関係機関のみならず、私たちの活動を支える市町村民児協事務
局との連携強化にも取り組んでいきます。

４．民生委員制度創設100周年記念事業への取り組みを通じた委員活動のＰＲ強化
　  　制度創設100周年を迎え、全民児連の動向も踏まえながら、記念事業や横断的な取り組みを行うとともに、地域住
民や関係者へのＰＲなどについて県民児協としてだけでなく、各市町村民児協の活動を支援します。
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収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費
    72.02％

1. 運営費
　 35.81％

2. 補助金
    25.36％

2. 育成事業費
    55.05％

3. 互助事業費
    8.67％

4. 積立金
    0.44％

5. 予備費
0.02％

3. 諸収入
    0.10％

4. 積立金取崩収入
    0.00％

5. 繰入金 0.02％

40,061 千円
（前年予算との比較：9,877 千円減）

40,061 千円

6. 繰越金
    2.50％

補　助　金
　神奈川県補助金
　横 須 賀 市
　全 国 互 助
　県　社　協

会　費

             運　営　費
　役員会費（理事会、総会等）
　負担金（互助、全民児連会費等）
　需要費（消耗品、印刷費等）

         育　成　事　業　費
　研修会費（研修経費）
　調査広報費（委員会、広報紙）
　地域福祉活動費（助成）

    互 助 事 業 費
　県単互助事業費
　全国互助事業費

　　  積　立　金
　退任記念品積立金
　一斉改選積立金
　運用準備積立金

注）構成比は少数点第 3位を
      四捨五入しているため、必ず
      しも100％にはなりません。

第130号 平成29年6月15日県民児協だより

１ 運 営 費  14,347,000円 （対前年度比47,000円減）

２ 育成事業費  22,055,000円 （対前年度比3,446,000円減）

３ 互助事業費  3,474,000円 （対前年度比6,394,000円減）

４ 積 立 金  175,000円 （対前年比10,000円増）

５ 予 備 費  10,000円 （増減なし）

7

考
え
、
児
童
部
会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

  

子
育
て
サ
ロ
ン
で
の

  

災
害
を
ど
う
防
ぐ
か

  

同
じ
想
い
を
抱
き
検
討
す
る

　

初
め
に
地
震
発
生
時
の
子
育
て
サ
ロ

ン
に
お
け
る
「
対
応
ポ
イ
ン
ト
」
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

市
内
15
地
区
民
児
協
が
実
施
す
る
19

カ
所
の
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
ス
タ
ッ

フ
や
参
加
す
る
親
子
の
人
数
も
違
え
ば
、

会
場
や
規
模
も
異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
体
で
共
通
す
る
考
え

方
を
整
理
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
児
童
部
会
で
納
得
す
る
ま

で
何
度
も
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
「
地

震
発
生
時
の
子
育
て
サ
ロ
ン
に
お
け
る

対
応
ポ
イ
ン
ト
」
を
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
上
図

参
照
）
。
ま
た
、
避
難

行
動
の
確
認
や
研
修

会
の
実
施
等
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
方
々

と
話
し
合
う
こ
と
は
、

時
に
は
、
難
し
く
あ

き
ら
め
そ
う
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
を

 

自
分
た
ち
の
活
動
に
置
き
か
え
て

　

厚
木
市
民
児
協
で
は
、
主
任
児
童
委

員
が
中
心
と
な
り
15
地
区
で
子
育
て
サ

ロ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
目
標
と
し
て

年
１
回
以
上
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
消
防
署
員
や
防
災
指
導
員
に

よ
る
研
修
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
使
い
方
の

学
習
、
起
震
車
体
験
、
災
害
備
蓄
品
の

配
布
等
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
東
日
本
大
震

災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
災
当
時
、
民
児
協
の
研
修
会
場
と

同
じ
建
物
内
で
、
厚
木
市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
子
育
て
サ
ロ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
。
余
震
も
あ
り
、
安
全
を

　
普
段
の
活
動
か
ら

　
災
害
に
備
え
る
た
め
に

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
「
要
援
護

者
（
高
齢
者
、
障
害
が
あ
る
方
、
外
国

人
、
乳
幼
児
、
妊
婦
等
災
害
か
ら
自
ら

を
守
る
た
め
に
支
援
が
必
要
な
方
）
」

の
支
援
を
適
切
に
進
め
る
た
め
に
は
、

「
普
段
の
活
動
で
の
取
り
組
み
」
が
力

を
発
揮
す
る
こ
と
は
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
災
害
に
お
い
て

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
「
普
段
の
活
動

で
の
取
り
組
み
」
の
一
つ
と
し
て
子
育

て
サ
ロ
ン
内
で
定
期
的
に
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
睦
合
南
地
区
民
児
協
に

取
材
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

確
保
す
る
た
め
親
子
は
階
段
で
避
難
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
を
間
近
で
見
た
民
生
委

員
児
童
委
員
（
以
下
「
委
員
」
）
が
、

「
も
し
、
自
分
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
る

子
育
て
サ
ロ
ン
で
災
害
が
起
こ
っ
た
場

合
に
、
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
「
災
害

に
備
え
て
何
か
取
り
組
め
な
い
か
」
と

県民児協で実施している事業の
一部を写真で紹介します

写真でみる県民児協事業
（平成28年度）

１ 会　費  28,853,000円 （対前年度比273,000円の減）

２ 補助金  10,158,000円 （対前年度比5,444,000円の減）

３ 諸収入  40,000円 （対前年度比60,000円減）

4 積立金
取崩収入  0円 （対前年度費5,000,000円の減）

5 繰入金  10,000円 （増減なし）

6 繰越金  1,000,000円 （前年度繰越金）

特集1

 

 
 

 地震発生を知らせる     トイレの確認 

 

 親子一緒になる     避難用具・名簿の 

 防災頭巾の着用      持ち出し 

 

 

 靴を履く 

 室内の安全な場所に集まる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震発生 

（注）利用者に伝達するときは、大きな声ではっきりと！ 

厚木市民生委員児童委員協議会 児童部会  2013年 4月作成          

「地震発生時の子育てサロンにおける対応ポイント」は、
子育てサロンの会場で目の留まるところに掲示しています。▲県民児協だより取材（通年）

▲役員会（通年）

◀広報紙、印刷物（通年）▲

◀「民生委員児童委員活動事例Ｑ&Ａ集」
  「神奈川県民生委員児童委員協議会が
　  めざす活動方針」

▲児童委員・主任児童委員連絡会議（11月）

▲協力研修事業（9月～3月）▲課題別集中講座（8月～11月）

　

日
本
は
、「
自
然
災
害
大
国
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
地
震
、
津
波
、
台
風
、
豪
雨
、
火
山
噴
火
等
に
よ
る
災
害
被
害
が
多
い
地

域
で
す
。
そ
の
た
め
、
各
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
以
下
「
民
児
協
」）
に
お
い
て
も
、
防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の
中
で
、
避
難
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
厚
木
市
睦
合
南
地
区
民
児
協
（
以
下
「
睦
合
南

地
区
民
児
協
」）
の
取
材
を
と
お
し
、
私
た
ち
が
「
普
段
の
活
動
」
で
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
災
害

時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
確
認
し
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え
を
考
え
る

　
　
〜
私
た
ち
が
普
段
の
活
動
か
ら
で
き
る
こ
と
〜

地震発生を知らせる

親子一緒になる
防災頭巾の着用

靴を履く
室内の安全な場所に集まる

トイレの確認

避難用具・名簿の
持ち出し
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　地域のみんなが気軽に参加で
きる福祉の輪づくりの場として、
松田町社協主催「ふくしあった
かフェスタ」が今年も去る3月5
日に開催されました。私たち民
児協は毎年催事をお手伝いして
います。
　様々な関係団体の催し物が
ひしめく中、私たちは焼き鳥の
模擬店とふわふわバルーンを担
当。焼き鳥の模擬店は今回初。
煙と油とタレにまみれながら、
行列してくれるお客さんを威勢
よくさばき?なんとか完売でき
ました。
　お客さんも、登校の見守りで
毎日のように顔を合わせる小学
生、作業所に通う障がいを持っ
た方、担当地域のお年寄りと、
毎年このフェスタを楽しみに来
場してくれる方ばかり。会場全体
に笑顔の花が咲いていました。

　小さな町の民児協という事
もあり、広報活動の機会も少な
かったのですが、今回パネルを
設置したところ、一般の方や民
生ＯＢにも好評で、今後も続け
たいと思います。
　お天気にも恵まれ、充実した
春の一日になりました。

　保健師、市子ども課と連携の
下、主任児童委員が当該地区担
当民児委員と組み「赤ちゃん訪
問」を行っています。
　この活動は、若いお母さんが
安心して子育てができる事、地
域で子育ての応援をする事を目
的に2009年9月から始まり、こ
れまでに1,433人の赤ちゃんを訪
問しました。仕組みとして保健師
が新生児訪問の際に後日主任児
童委員が「赤ちゃん訪問」をする
事を伝えます。了承を頂いたお宅
には市民児協からの出産祝いと
「子育てサロン」へのお誘いのパ
ンフレットを持ち、訪問日時を確
認し、改めて主任児童委員と担
当地区民
児委員が
一緒に訪
問してい
ます。
　訪問後
は、毎月
第二金曜
日に開催
している子育てサロン「ほっと
ハート」へご案内し、子育ての受
け皿として利用して頂いていま
す。訪問することにより、子育て
家庭とのパイプができ、地域で自
然な形での声かけや見守りがで
きていると思います。
　人口減少、高齢化が顕著な三
浦市ですが、このような子育て
支援の活動をさらに充実させて
いくように考えています。

　人口約22.5万人の厚木市では、
民生委員300人が15地区に分か
れて活動しています。

　各民生委員は、一斉改選の翌
年度に災害時要援護者マップを
作成することになっており、平成
29年度がそれにあたります。
　このマップは、市独自の災害
時要援護者支援制度の登録者、
一人暮らし高齢者、寝たきり高
齢者、担当民生委員が支援必要
と判断した者等の居住地を地
図上に色分けして示し、対象者
名簿を添付する形になっていま
す。災害時の被災者の安否確認
を容易にするのが目的で、2部作
成し、1部は担当民生委員、1部
は地区会長が保管しています。
　ただ、今回は従来とは状況が
変わりました。平成25年に災害
対策基本法が改正され、避難行
動要支援者名簿の作成が市町村
に義務付けられたためです。
　市が名簿記載者に避難支援者
への個人情報の提供の可否を確
認した後、民生委員にも情報が
提供される予定です。重度の要
介護者や障がい者の不十分だっ
た情報が増加することで、より
充実したマップが作成できるの
ではと期待しています。

通 信 員 だ よ り

子育て応援
「赤ちゃん訪問」

災害時要援護者マップ
の作成

福祉の輪づくりを
お手伝い！

通信員　大森　美城雄 通信員　小澤　彰 通信員　吉崎　なつき

訪問先のご家族と

民児協の活動を紹介するパネルを作成し、
設置しました。

厚木市
マスコットキャラクター

三　 浦　 市 松 田 町

　平成28年12月の一斉改選から約半年、まだまだス
タートしたばかりです。
　二宮町民生委員児童委員（主任児童委員を含む）
47名中24名の新任委員を迎えた新体制のなか、2月
に新任委員と再任委員で相談・支援活動のビデオを
視聴し、基礎を学びました。
　毎月全員で実施している定例会においては、始めに
「信条」を朗読し、最後に「花咲く郷土」を合唱する

●特集① ◆災害への備えを考える
　　　  　　　～私たちが普段の活動からできること～
●特集② 神奈川県の平成29年度重点的な取り組み
●特集③ 平成29年度県民児協の事業計画・予算　●通信員だより

など、民生委員・児童委員としての心得を再確認して
います。また、毎月の「事例検討会」は、地区を5つの
グループに分け、担当地域での活動内容を共有し、
12月には事例発表会も実施するなど、誰もが発言でき
る時間と場所作りを心がけるとともに、一人で抱え込
まないでみんなで支え合い、笑顔で話せる関係作りを
しながら活動を続けています。

（二宮町民生委員児童委員協議会）
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－広げよう  地域に根ざした  思いやり－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし
事例検討会の様子

厚 木 市


